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紅葉百景 

平成２４年日本各地の紅葉 

１１月は紅葉の季節。 

気候もちょうど紅葉狩りに 

快適なぬくもりです。Ｈ・Ｎ 
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月
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（
木
曜
日
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阪
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駅
改
札
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９
時
集
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阪
急
山
田
駅
東
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口
→
王
子

池
→
三
辻
道
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→
山
田
上
愛

宕
神
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→
石
仏
群
→
正
業
寺

→
宗
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→
旧
竹
中
邸
馬
上

門
→
紫
雲
寺
→
安
養
寺
→
山

田
伊
射
奈
岐
神
社
→
円
照
寺

→
光
源
寺
→
万
博
記
念
公
園

駅
／
阪
急
山
田
駅 

①
紫
雲
寺
で
は
本
殿
を
参
拝 

②
吹
田
ま
ち
の
案
内
人
」
の

古
谷
啓
伸
さ
ん
に
ガ
イ
ド
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

吹
田
の
広
域
を
占
め
る"

旧

山
田
村"

に
は
、
古
く
は
平

安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

栄
え
た
神
社
が
数
多
く
あ

り
、
昔
な
が
ら
の
立
派
な

旧
家
に
蔵
が
沢
山
並
び
や

さ
し
く
迎
え
て
く
れ
る
ま

ち
で
す
。 

山
田
駅
の
南
東
に
は
、
今
も

昔
な
が
ら
の
家
屋
が
立
ち
並

ぶ
、
旧
山
田
村
の
地
域
で
す
。 

ち
ょ
っ
と
北
に
は
、
万
博
記

念
公
園
が
在
り
、
ま
わ
リ
は

マ
ン
シ
ョ
ン
群
が
あ
り
中
々

不
思
議
な
所
で
す
。旧
山
田
村

の
路
地
が
入
り
組
ん
で
い
て
、

軽
自
動
車
で
も
行
き
止
ま
り
、

徒
歩
で
の
散
策
が
一
番
で
す
。

情
緒
あ
る
町
並
み
や
道
を
は

さ
ん
で
向
か
い
合
せ
に
お
寺

が
あ
る
神
社
仏
閣
の
ま
ち
で

す
。
古
く
か
ら
「
山
田
千
軒
、

吹
田
千
軒
」と
い
わ
れ
繁
栄
し
、

人
口
が
多
く
、細
か
く
分
け
ら

れ
た
字
ご
と
に
お
寺
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。 

旧
山
田
村（
一
九
五
五
年
ま
で

山
田
村
）
は
、
大
阪
万
博
が
来

る
ま
で
は
静
か
な
農
村
で
、万

博
公
園
も
山
田
村
に
属
し
て

い
ま
す
。こ
の
地
区
は
最
高
級

品
「
山
田
の
銀
筍
」
と
呼
ば
れ

る
筍
の
産
地
で
現
在
も
わ
ず

か
に
そ
の
名
残
を
と
ど
め
る

竹
藪
が
見
ら
れ
ま
す
。 

紫
雲
寺
（
し
う
ん
じ
） 

亥
の
子
谷
か
ら
徒
歩
15
分
程

の
吹
田
市
山
田
東
２
丁
目
に
、

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
光
明

山
紫
雲
寺
が
あ
る
。 

紫
雲
寺
は
元
（
は
じ
め
）
法
相

宗
。
神
亀
４
年
（
西
暦
七
二
七

年
、
吹
田
市
立
博
物

館
作
成
の
資
料
で

は
神
亀
５
年
）
に
行

基
が
建
立
し
た
も

の
で
、
紫
雲
山
永
安

寺
と
称
し
た
。
建
立

場
所 

は
、
山
田
中
徳
谷
（
現
、

津
雲
台
２
丁
目
）
山
上
。 

Ｄ
永
禄
２
年
（
西
暦
一
五
五

九
年
）
に
永
安
寺
第
31
世
法

忍
が
浄
土
真
宗
本
願
寺
第

11
世
顕
如
上
人
に
順
化
し
、

自
身
の
所
有
し
て
い
た
現
在

地
（
山
田
城
跡
）
に
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
の
光
明
山
紫
雲

寺
を
建
立
し
た
。
墓
石
の
移

転
に
伴
い
、
永
安
寺
の
聖
地

で
あ
る
尼
塚
（
安
磨
塚
、
阪

急
千
里
線
の
南
千
里
ト
ン
ネ

ル
）
か
ら
平
安
時
代
後
期
（
西

暦
八
九
八
年
頃
）
の
埋
蔵
と

さ
れ
る
瓦
経
（
末
法
世
の
到

来
を
畏
れ
、
瓦
に
記
し
た
経

文
）、
天
文
22
年
（
西
暦
一

五
五
三
年
）
と
永
禄
５
年
（
西

暦
一
五
六
三
年
）
の
供
養
塔

断
片
が
発
掘
さ
れ
た
。
い
ず

れ
も

現
在
、

紫
雲

寺
蔵
。 

紫
雲

寺
内

陣
は
、

森
祖

仙
（
暦
歴
を
迎
え
、
森
狙
仙

と
号
す
）
筆
の
鳥
獣
図
（
82

面
）
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い

る
。 

森
狙
仙
（
一
七
四
七
～
一
八

二
一
）
は
、
大
坂
に
生
ま
れ

大
坂
に
没
し
た
町
人
絵
師
で

あ
る
。
名
は
守
象
、
字
は
叔

牙
と
称
す
。
パ
タ
ー
ン
を
踏

襲
す
る
だ
け
の
狩
野
派
に
飽

き
足
ら
ず
、
長
崎
で
洋
画
の

手
法
を
学
び
、
円
山
応
挙
と

と
も
に
写
生
画
を
確
立
し
た
。

日
本
画
に
近
代
を
開
い
た
一

人
と
言
わ
れ
る
。 

内
陣
の
格
子
天
井
78
面
に

は
浄
土
三
部
経
の
極
楽
浄
土

を
描
く
べ
く
、
当
時
千
里

丘
陵
か
ら
淀
川
水
域
に
生

息
し
て
い
た
野
鳥
や
小
動

物
を
描
い
て
い
る
。 

絵
の
制
作
年
代
は
、
安
永

２
年（
西
暦
一
七
七
三
年
）

寺
社
奉
行
に
提
出
さ
れ
た

寺
院
修
復
願
（
控
）
に
よ

る
と
、森
祖
仙
27
歳
頃
と

思
わ
れ
る
。
画
の
大
多
数

が
鳥
で
他
に
猿
、竜
、兎
、

亀
、
鳳
凰
な
ど
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
内
陣
左
右
の

金
碧
壁
画
を
含
め
て
大
阪

府
指
定
文
化
財
に
な
っ
て

い
ま
す
。 
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２０１３年１月度行事予定 

落ち着いた・心のふる里を感じる“ 町屋 ”：高槻城近傍 
月 日：平成２５年１月１６日（第３水曜日） 

集合場所：高槻市立しろあと歴史館 10:15 集合 

順 路：しろあと歴史館→散策→高槻城近郊の町屋・散策→ 

ＪＲ高槻駅 →昼食会場（新年親睦会、会場は高槻駅の近く） 

そ の 他：(1) 高槻市立しろあと歴史館では、第22回企画展（安満）開催中です。 

(2) 雨天で散策出来ない場合は、第22回企画展企画展の見学とします。 

(3) 町屋の散策は、マチヤ・テラスの方の説明を予定しています。 

２０１２年１２月度行事予定 
“障子しめて四方の紅葉を感じをり”：大山崎の寺・山荘 

１）月  日 ：平成２４年１２月６日（第１木曜日） 

２）集合場所 ：阪急大山崎駅改札出口 10:20 集合（バス出発：10:25） 

３）順  路 ：阪急大山崎駅→バス→山荘美術館→徒歩→宝積寺（宝

寺）→参拝→山荘へ散策→レストハウス（休憩）→庭

園散策→バス→ＪＲ山崎駅  

４）そ の 他 ：(1)一般参加者歓迎、会員を通じてお申し込みください。 

        (2)弁当持参ください。 

(3)「大山崎ふるさとガイドの会」にガイドをお願いしています。 

わ
が
ま
ち
紹
介 

" 

先
人
の
息
吹
に
触
れ
る
場
所 "

：
旧
山
田
村
（
吹
田
市
） 


